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第１３回日本地震工学シンポジウム
特別セッションOS3 
原子力発電所施設の地震安全ロードマップ構築に向けて－地震工学の役割—

日時：２０１０年１１月１９日（金）１４：３０～１８：３０
場所：つくば国際会議場（エポカルつくば）中ホール
座長：亀田弘行（原子力安全基盤機構）、副座長：高田毅士（東京大学）
概要：柏崎刈羽発電所の経験を踏まえて、日本地震工学会に設置された「原子力発電所の地震安全問題に関する調査委員会」が、２年にわたり検討してきた原子力耐震安全ロードマップに基づき、技術的課題の体系化、および個別課題を対象に、地震と地震随伴事象、原子力施設の耐震設計審査指針および地震PSAの視点、 原子力施設の挙動を踏まえた耐震余裕度の在り方、安全目標等々を議論の俎上に載せ、幅広く意見交換を行う。なお、これらの活動は、日本原子力学会の耐震安全ロードマップ構築活動と協働して実施されている。
セッションの構成
○発表（１４：３０～１６：００）／司会：中村隆夫（大阪大学）（各発表：１０分＋５分＝１５分）
　１．原子力発電所施設に関する地震工学研究ロードマップ構築に向けて（亀田弘行）

　２．原子力発電所施設の地震安全の課題

　　２−１　原子力発電所の設計と評価における地震安全の論理（成宮祥介）

　　２−２　深層防護と安全目標との関係に果たす地震PSAの役割（蛯沢勝三）
　　２−３　耐震設計と耐震性評価（落合兼寛）

　　２−４　原子力発電施設の耐震裕度（高松直丘）

　　２−５　地震ハザードと基準地震動策定に関わる今後の課題（高田毅士）
＊（休憩：１６：００～１６：１５）
○発表（１６：１５～１７：４５）／司会：吉田　望（東北学院大学）（各発表：１０分＋５分＝１５分）
　３．地震工学の課題

　　３−１　入力地震動と地震ハザード（安中　正）

　　３−２　地震時の地盤挙動（中村　晋）

　　３−３　建物・構築物に関する地震工学的課題（今塚善勝）

　　３−４　機器・配管の耐震工学的課題（皆川佳祐）

　　３−５　免震技術の原子力施設への適用（菊地　優）
　４．地震工学との関連課題（応募論文）
　　４－１原発耐震の安全と安心の乖離（伯野 元彦）
○討議（１７：４５～１８：３０）／司会：亀田弘行、高田毅士






